
   

 

「緊張」は「好都合」 

 

                 小樽市立長橋中学校長 伊 藤 仁 弥 

1月１５日（月）から始まった3学期、毎日、生徒の歓声がいつものように学校中に元気に響き渡っております。 

第４回定期テストを終えた3年生は、ますます受験モードに突入です。私立単願等の試験はすでに始まっており、

緊張が高まりつつあるのを雰囲気で感じております。 

さて、試験本番に向けた最終面接練習で、何名かの生徒の対応をしました。いざ、面接練習が始まると、適切に応え

る生徒が多かったと感じました。一生懸命さがとても伝わります。とても緊張していてガチガチな生徒や、私が想定

した以上に堂々としているように見える生徒、様々な生徒を見受けます。面接は、「聞かれたことを的確に答える」こ

とや「結論から述べる」こともポイントの一つです。「中学校で最も頑張ったことは何ですか？」と尋ねられ、「生徒

会の行事に興味があったので、生徒会書記局に入り・・・」と答えると、それは生徒会役員になった理由を述べたこと

になります。「生徒会書記局として○○の企画を推進したことです。具体的には・・・」などと答えると、尋ねた側も

聞き入りやすくなります。良い意味で追質問もしたくなります。面接の時間は10分～15分程度、短時間で簡潔に自

分を表現することが大切です。３年生に限らず、１・２年生の皆さんの色々な人生のステージで、この経験はとても役

立つことと思います。 

「2月は逃げる・・・・」。正月が終わったと思っていると、2月に入り、そしてもう終わり、すぐ3月がやって

くる。2月は、まるで走って逃げるかのように早く過ぎ去るように感じるということですね。「時は金なり！」、よく

聞くフレーズです。面接の時間もそうですが、与えられた時間を自分のものにすることが大切です。「3月は去る！」

と言いますように、逃げた時間を3月に取り戻すことは難しいかもしれません。場面をしっかりと意識し、「いまこ

そ！」という気持ちを大切に過ごしていただきたい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1１号 令和7年 １月３１日 

文責 教頭  小 山 正 幸 

雪の事故や悪天候に注意！ 

 

昨日からの大雪の影響で道路わきの雪山が高くなり、
歩道から車道が見えづらい状況です。登下校の際には交
通事故などへの注意が必要です。また、通学路などで
は、軒下を通過する際に雪庇を確認することが必要にな
ります。落雪事故には、十分注意してください。   

今後も悪天候による自然災害や事故などが考えられま
す。通学や外出の際には十分注意してください。 
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冬休み学習会を行いました。 

去る1２月２５日（水）2６日（木）に本校図書室を
会場に、冬休みの学習会を行いました。小樽市樽っ子学
習サポート事業を活用し、小樽市内の高校生1名と本
校職員5名が参加生徒をサポートしました。参加した
生徒はそれぞれ自分で課題を持ち寄り、主体的に学習を
行っていました。2日間で51名の生徒が参加し、それ
ぞれの課題に取り組んでいました。生徒の感想としては
「家で勉強するよりしっかり取り組めた」、「教えても
らってわかりやすかった」など充実した時間になったよ
うです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 1 月１４日（火）から始まった3 学期、始業式は、体育館で全校生徒が集まる形で行いました。全校生徒が集結

する姿は、一体感があり、とても良いものであります。感染予防に努めながらもこの状況をいつまでも維持していけ

たらと改めて感じたところです。 

学年末テストを終えた3年生は、ますます受験モードに突入です。私立単願等の試験はすでに始まっており、放

課後など、面接試験の練習に励んでいる姿を見受けます。試験本番に向けた最終面接練習で、試験直前の生徒の面接

練習を担当しました。対象生徒は皆、概ね落ち着いておりました。いや、実はそうではなく、落ち着いたように「見

せていた？」のかも知れません。でも、それが普通なのだと思います。複数回練習を重ねた3年生は、「貴校を受

験した理由は、・・・・・。」と緊張しながら慣れない言葉を一生懸命に話している姿はとても新鮮です。悪い印象

はこれっぽっちもありません。 

緊張は悪いことではありません。よく例えられるお話ですが、オリンピックなどの大舞台を考えてみましょう。試

合や競技の中で、世界記録が生まれるのは、多くの場合、決勝戦であることです。決勝という舞台での「緊張感」に

より選手の能力が引き出され、最高のパフォーマンスが発揮されることで、新記録が生まれると考えられているので

す。一流選手の多くは、「適度な緊張感」は、「悪」ではなく、もちろん「敵」でもない、むしろ「味方」であると

さえ言っております。 

大袈裟な例えではありましたが、面接試験は、勝者1名を決めるものではなく、生徒の人柄、ひたむきさなどを

はかるものです。適度な緊張感をもち、堂々と臨んでほしいものです。 

  



 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月4日（火）18:30〜第5回三役事務局会議 

2月20日（木）18:30〜第3回評議員会 

どちらも会場は、図書室を予定しています。何かとお忙しい
とは思いますが、ご参加いただきますようお願いいたししま
す。 

今年度も1年間保護者の方々には大変お世話になりました。
皆様の協力によりPTA行事や学校行事を無事に終えることが
できまいた。ありがとうございました。 

 

１月17日（金）今年度最後の英語検定が本校で行われ、
本校生徒5名の受検がありました。今年度は、英語検定をは
じめ、漢字検定などにもたくさんの児童生徒の参加があり、
今年度、各種検定への受験者を合計すると５５名になりまし
た。次年度以降も各種検定に取り組んでいきますので、今年
以上の申し込みをお待ちしています。尚、次の英検は、5 月
下旬〜6月初旬の予定です。 

 

 

 

 

 

第 3回英語検定 

去る1月１６日（木）、1月２０日（月）、1月21日（火） 

の3日間に渡り、スキー授業を行いました。クラスごとに学校 

から貸し切りバスで朝里川温泉スキー場に行き、朝9時頃から 

午後3時まで、班ごとに分かれてスキーの技能について学ぶと 

ともに、元気に滑走しました。生徒からは、「疲れたが、楽し 

く滑走できた」、「友達と楽しく滑ることができた」などの感 

想があり、充実した楽しい時間であったことがうかがえます。 

怪我などもなく無事に終えることができました。次年度はさら 

なる技術の向上を目指して頑張ってください。 

 

 

 

 

 

１月２2日（水）から1月26日（日）まで、小樽市立美術館に

おいて、小中図工美術展が行われました。本校は、1年生20作

品、2年生18作品、3年生25作品の出展がありました。生徒そ

れぞれの作品には、丁寧な取組の成果や制作における工夫などが見ら

れ、個性的な作品に仕上がっていました。会場には、多くの保護者の

方々や小樽市民の方々が観覧にあらわれ、所々で称賛の声が上がって

いました。生徒にとっても大変思い出深いことだったと思います。生

徒の皆さんは、今後もいろいろなことに挑戦してください。楽しみに

しています。 

 

 

 

小樽市小中図工美術展 

 

 

  

  

  

  

これまで本校では、校章・クラス章をつけておりましたが、次年度

より取りやめることになりましたのでお知らせいたします。保護者の

皆様にはご理解とご協力をお願い申し上げます。ご不明な点やご質問

がございましたら、教頭宛て照会願います。 

次年度から校章、クラス章バッヂを取りやめます。 


